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１．改定の趣旨 

当局では、中部地域（富山、石川、岐阜、愛知、三重の５県）及び東海地域

（岐阜、愛知、三重の３県）における経済活動の指標として、中部地域鉱工業

生産指数、中部地域鉱工業生産者出荷指数、中部地域鉱工業生産者製品在庫指

数、中部地域鉱工業生産者製品在庫率指数及び東海地域鉱工業生産指数をそれ

ぞれ作成・公表している。 

鉱工業指数については、「指数の基準時に関する統計基準」（平成 22 年３月

31日総務省告示第 112号）において、「指数の基準時は、五年ごとに更新する

こととし、西暦年数の末尾が０又は５である年とする。」とされていることか

ら、現行の基準時である 2015年から５年後の 2020年を新たな基準時とし、ウ

ェイトや採用品目の見直し等を行った。 

 

２．改定の対象とした指数 

2020年基準へ改定を行った指数は、以下の５系列である。 

① 中部地域鉱工業生産指数（以下「生産指数」という。） 

② 中部地域鉱工業生産者出荷指数（以下「出荷指数」という。） 

③ 中部地域鉱工業生産者製品在庫指数（以下「在庫指数」という。） 

④ 中部地域鉱工業生産者製品在庫率指数（以下「在庫率指数」という。） 

⑤ 東海地域鉱工業生産指数（以下「東海指数」という。） 

 

３．改定の主な内容 

（１）基準時及びウェイト算定年次の変更 

指数の基準時及びウェイト算定年次を、2015 年から 2020 年へ変更した。

指数値は、2020年の平均を 100.0とした比率で示される。 

 

（２）業種分類等の一部変更（資料１－１、１－２、１－３） 

2020年基準指数の業種分類は、業種を代表する採用品目の制約等を踏まえ、

一部の細分類の削除や名称変更を行った。また、参考系列についても、一部

の参考系列の削除や構成品目の変更等を行った。 

 



（３）採用品目の見直し（資料２－１、２－２、２－３、２－４、２－５、２－

６） 

採用品目は、主に経済産業省生産動態統計から選定した。業種別に代表性

等の観点から品目選定を行うとともに、用途、単価の変動を考慮し、統合な

どの見直しも行った。また、採用単位についても見直しを実施した。経済産

業省の所管外の品目についても採用の可否を検討した。 

 

（４）ウェイトの見直し（資料３－１、３－２、３－３） 

業種別のウェイトは、経済センサス－活動調査を基礎データとして、指数

の業種分類・概念に適合するよう組替えを行った上で算定した。また、品目

別のウェイトは、工業統計のほか経済産業省生産動態統計や各種業界統計な

どにより単価・金額等を推計し、業種別のウェイトを採用品目の金額構成比

により按分した。 

各種指数におけるウェイトが変化した主な業種は、以下のとおり。 

 

（５）季節調整法の見直し（資料４） 

季節調整法は、米国センサス局の X-12-ARIMA（Ver.0.3）を用い、ARIMAモ

デルやオプションの見直しを行った。 



（６）新基準への切替え時期と改定結果（資料５） 

2020年基準による指数値は、2023年 12月速報公表分から切り替える。過

去系列は、2018年１月以降について新基準による系列を作成した。 

なお、旧基準及び新基準の 2018 年１月～３月の平均季節調整済指数をも

とに接続係数を作成し、2013年まで遡及した過去時系列（接続指数）を整備

した。 


